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 三宅っ子の「生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり」に対する取組 

～児童委員会活動を中心に～ 

                            奈良県三宅町立三宅小学校 

 

本校では、研究テーマの「歯・口の健康づくりを通して、自分のからだや健康に関心を

持ち、自ら主体的に健康の保持増進に努めることができる児童の育成」をめざして、保護

者・地域・関係機関との協力のもと、取組をすすめています。 

 

 歯みがき啓発ポスターを作成して各教室に掲示したり、

歯みがきチェックシートを作成したり、給食後歯みがきの

歌をながしたりして、全校児童に歯みがきを促しています。 

また、「食や歯・口の健康に関すること」を調べてまと

めました。 

 

 児童委員会で調べ、作成した「食や歯・口の健康に関す

る」掲示物を展示するとともに、調べた内容に関する○×

クイズをしました。 

 

 １０月～１１月にかけて、歯科衛生士の方々に、１・２

年生は１時間、３年生から６年生までは２時間、歯の役割、

むし歯の進行、歯に良いおやつ、咀嚼の重要性、正しい歯

みがきの方法等について、学年単位で指導していただきま

した。 

また、全ての学年で染め出し液を使ったみがき残しをチ

ェックする学習を取り入れていただきました。 

 

 地域の福祉施設に保健委員会の児童が作成した掲示物

を掲示し、地域のみなさんにも、学校の取組を知っていた

だきました。 

 また、ＰＴＡ主催の三宅っ子祭では、「食や歯・口の健

康」に関するコーナーを設け、楽しく学びました。 

 

 歯みがきの大切さや噛むことの大切さを、学年の発達段

階にあわせて指導しました。児童は食べることに対して関

心が高く、真剣に学んでいました。 

推進校なう 


